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これからの児童発達支援センター・
障害児入所施設のあり方を考える
～子どもの立場からの包括的支援・共生社会にむけて～

「我が事・丸ごと」地域共生社会実現の取組みを考える

意思決定支援と権利擁護

障害のある人の就労のあり方を考える
～就労系事業に求められる今後の役割～
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　現在、厚生労働省では「児童発達支援ガイドライン」の策定に向けた検討がなされていますが、同ガイドラ
イン案では児童発達支援センターの質の確保やその向上が明確にされています。今後、児童発達支援センター
には地域において他機関と連携した重層的な支援体制と支援の質の向上に向けた創意工夫が求められます。
　また、福祉型障害児入所施設においては、特に都市部において障害福祉サービスでの支援の提供が不足し
ている状況等を鑑み、みなし規定の期限が 3 年延長されましたが、障害児入所施設における社会的養護の必
要な障がいのある子どもの最善の利益を守るための本来的役割とは何か、共生社会実現に向けて子どもの立
場から我々の果たすべき役割を考えていきます。

　我が国においては急速な人口減少が進むなか、この度、厚生労働省より示された「「地域共生社会」の実現
に向けて（当面の改革工程）」では、これまでのように対象者ごとに「縦割り」で整備された公的支援制度下では、
現在の個人や世帯が抱える多様で複雑な課題への対応が困難になっていることから、地域の実情に応じて高齢・
障がいなどの分野を超えた総合的な支援を提供することが可能となる仕組みの構築が必要とされています。
　国においては 2020 年代当初の全面展開を目指し改革が進められますが、福祉事業者は地域社会の一員と
して、地域住民とともに「地域共生社会」の実現に取り組む責務があります。本改革の背景や目指すもの、ま
たその体制の整備や課題について考えます。

　このたび、障害者総合支援法 3 年後の見直し事項の一つにあげられた「障害者の意思決定支援のあり方」を
受け、「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」が公表されました。知的障がいのある人
の支援において中心的テーマでもある「意思決定支援と権利擁護」について現在本会では、「知的障害者の意
思決定支援への取組みに関する特別委員会」において「意思決定支援ハンドブック（仮称）」の作成を進めてい
ます。本分科会では、このハンドブックを中心に取り上げ、意思決定支援と権利擁護について支援の現場や福
島県協会における取り組みを紹介いただくとともに、今後の意思決定の取組みにつなげたいと考えます。

　現在、就労継続支援Ｂ型事業所では、1人あたりの月額平均工賃において高工賃を実現している事業所があ
る一方で、国が定める基準に達していない事業所もあります。また、就労支援事業から企業に雇用される人が
増加するなか、これまで以上に早期離職の防止と職場定着に向けた取組みも必要とされています。障がいのあ
る人にとって「就労」・「働く」ことは重要な社会参加の一つであるとともに発達や成長の要です。今後の就労
支援事業所が取り組むべき方向性について考えます。
　また、「働き方改革実行計画」においても示されたように、担い手の減少と高齢化が進む農業等分野と障が
いのある人や高齢者らの働く場の確保を求める福祉分野の連携が注目されており、障害のある人の力を幅広く
活用する社会福祉法人や農事組合法人が増えています。 先駆的な実践事例発表をもとに、今後の農福連携の
方向性について考えていきます。
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9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 9:35 開会挨拶  水流　純大

 日本知的障害者福祉協会　児童発達支援部会委員
9:35 ～ 10:30 行政説明 高鹿　秀明

	 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害 
 福祉課障害児・発達障害者支援室　室長

10:30 ～ 10:40 休憩
10:40 ～ 12:40 シンポジウム

児童発達支援ガイドラインを受けて、
障害児入所施設の今後のあり方について
シンポジスト
 大塚　　晃
 上智大学　総合人間科学部社会福祉学科　教授
 相澤　　仁
 大分大学　福祉健康科学部　教授
 酒井　康年
 東京都／うめだ・あけぼの学園　副園長
 岡崎　俊彦
 岩手県／奥中山学園　施設長
助言者 高鹿　秀明
	 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害 
 福祉課障害児・発達障害者支援室 室長
コーディネーター
 北川　聡子
 日本知的障害者福祉協会  児童発達支援部会　部会長

12:40 ～ 13:40 休憩
13:40 ～ 14:55 講演

これからの障害児支援について
～子ども家庭福祉分野の地域包括支援を見据えて～
講師 柏女　霊峰
 淑徳大学　総合福祉学部社会福祉学科　教授

14:55 ～ 15:00 閉会の挨拶	水流　純大　児童発達支援部会　委員

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 11:00

行政説明
 本後　健
	 厚生労働省社会・援護局　地域福祉課
 生活困窮者自立支援室　室長

11:00 ～ 11:30
代表質疑
	 菊地　達美
	 日本知的障害者福祉協会　副会長

11:30 ～ 12:30 休憩
12:30 ～ 15:00 シンポジウム

「我が事・丸ごと」地域共生社会実現の
取組みを考える
シンポジスト
 芦馬　謙二
 日本知的障害者福祉協会
 障害者支援施設部会　部会長

 森下　浩明
 日本知的障害者福祉協会
 日中活動支援部会　部会長

 河原　雄一
 日本知的障害者福祉協会政策委員会　委員長
アドバイザー
 後藤　真一郎
 厚生労働省社会・援護局　地域福祉課　地域福祉専門官
司会
 久木元　司
 日本知的障害者福祉協会
 社会福祉法人の経営に関する特別委員会　委員長

プログラム（予定）

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 11:00

講演 1
意思決定支援とソーシャルワーク
講師 沖倉　智美
 大正大学　人間学部社会福祉学科　教授

11:00 ～ 12:10 講演 2
意思決定支援の実例と権利擁護の定着化へ
講師 古川　彰彦
 福島県／父の夢　施設長

12:10 ～ 13:10 休憩
13:10 ～ 15:00 シンポジウム

現場で意思決定支援を進めるために
シンポジスト

 松崎　貴之
 福岡県／北九州市手をつなぐ育成会
 法人本部事務局長

 山下　　望
 東京都／かすみの里　施設長

 服部　敏寛
 山梨県／サポートセンターハロハロ一番館　施設長
アドバイザー

 小澤　　温
 筑波大学・人間系　教授
司会

 田口　道治
 日本知的障害者福祉協会  知的障害者の意思決定
 支援への取組に関する委員会　委員長

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 10:30 行政説明 寺岡　潤

	 厚生労働省　社会・援護局障害保健福祉部
 障害福祉課　課長補佐

10:30 ～ 10:40 休憩
10:40 ～ 11:40 対談

障害のある人の就労のあり方を考える
登壇者

 小板　孫次
 岐阜県／たんぽぽ福祉会　理事長

 斎藤　公生
 東京都／東京リハビリ協会　理事
聞き手

 志賀　正幸
 日本知的障害者福祉協会
 生産活動・就労支援部会　委員

11:40 ～ 12:40 休憩
12:40 ～ 15:00 実践発表

（農福連携の取組みと HACCP 方式導入の実践など）
発表者

 鈴木　厚志
 京丸園株式会社  代表取締役

 井西　正義
 奈良県／デリカテッセンイーハトーヴ  管理者

 成田　英司
 北海道／サポートセンター「えましあ」センター長
進行

 榊原　典俊
 日本知的障害者福祉協会　副会長／
 生産活動・就労支援部会　部会長

平成29年度  全国知的障害関係施設長等会議
参加・宿泊お申込み案内

宿泊施設のご案内
全国知的障害関係施設長等会議の期間中、下記の宿泊施設をご参加の皆様にご用意させていただきました。

全国知的障害関係施設長等会議 開催日：平成 29 年 7 月 4 日（火）〜 5 日（水）２日間

【ご案内】 宿泊設定日 :
＜前日泊：7月3日（月）＞＜当日泊：7月4日（火）＞＜後日泊：7月5日（水）＞

【参加費】

【取消料のご案内】

【お申込み、お支払い、参加券の発送】について

振込期限日：平成 29年 6月 9日（金）

参加券等発送：平成 29年 6月 23日（金）予定

公益財団法人日本知的障害者福祉協会主催の平成 29 年度全国知的障害関係施設長等会議の参加および宿泊の
申込受付は、名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店が行います。
お申込みにつきましては、参加登録サイトをご利用いただくか、別紙の「参加・宿泊申込書」にご記入いただき、
ＦＡＸまたはご郵送にてお申込みください。web による便利な参加登録サイトご利用をお薦めいたします。

①会員・準会員の施設・事業所の方　1名様：１５，０００円
②非会員の施設・事業所の方、地方自治体の担当者及び関係者、当日申込参加者　1名様：２０，０００円
※申込み締切日【5/31( 水 )】以後は､ 全て上記②の当日申込と同様の扱いとなります。
※参加費入金後の返金は行いません。参加申込者が欠席した場合は、会議終了後、資料を郵送いたします。

日本知的障害者福祉協会のホームページ（http：
//www.aigo.or.jp）に参加登録サイト（https://
www.mwt-mice.com/events/aigo2017） が
リンクされております。こちらよりお申込みくださ
い。受付確認後、確認メールが届きます。

WEB 申込後又は FAX・郵送にて申込書到着後、10 日以内に「受付確認・費用明細書」を FAX にてご連絡申し上げます。

宿泊をお申込み後、お取消しの場合は、下記の料率でお振込の有無に関わらず、取消料が必要になります。

取　消　日 14日前～ 8日前迄 7日前～ 2日前迄 前　日 当　日
会議受付開始前

無連絡・不泊
会議受付開始後

宿泊取消料 ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ １００％

参加費・宿泊費は「受付確認・費用明細書」が FAX にて届き次第、その書面に記載されている銀行口座にお振込
ください。お振込みの際「受付確認・費用明細書」に記載の「申込Ｎｏ」をお振込み名義の前につけてください。

（「申込Ｎｏ」を基に入金確認をさせていただきますので、入力にご協力お願い申し上げます。）
お振込み手数料はお客様のご負担にてお願い申し上げます。

ご入金の確認が出来た方には、お申込みいただきました際のご住所に参加券・宿泊案内書・参加費領収書を
郵送いたします。当日は、参加券にて受付・資料引換えを行います。（当日必ずご持参ください）

◇ご注意事項
※添乗員、現地係員の同行しない個人旅行です。このご旅行では約款に定める旅程管理は行いません。ご旅行に必要な確認書等は事前にお送りさせていただきます

ので、旅行中の諸手続きはお客様自身で行っていただきます。
※お申込み状況によりまして、締切日前に満室となる場合もございますので、ご了承ください。第２希望までご記入ください。
※宿泊日をお間違え無いように、ご確認の上、お申込みください。
※お申込み状況によりまして、禁煙・喫煙のご希望にそえない場合もございます。ご了承ください。（全館禁煙・禁煙部屋のみ設定のホテルもございますので、ご注意

ください。）
※ホテルにて朝食を取られなかった場合も、その分のご返金はございません。
※この旅行条件は平成 29 年 4 月 1 日現在の運賃・料金を基準といたします。
※ご宿泊料金をお振込みいただきました時点で、募集型企画旅行の契約締結となります。
※団体、グループの場合のお申込みは、施設連絡担当者を契約責任者として、契約の締結及び解除に関する取引を行います。

※ご旅行代金に含まれているもの
　宿泊代金（1泊朝食付き）それに伴うサービス料・消費税・宿泊税
※ご旅行代金に含まれないもの
　出発地～ホテルまでの交通費、その他個人的な利用（ホテル電話代等）に伴う費用

地区 ホテル 申込
記号

部屋
タイプ

料金
（朝食付） 最寄駅 国際フォーラム

へのアクセス

銀座一丁目 ホテルモントレ銀座
（全館禁煙）

Ａ１ シングル 16,000 円 地下鉄有楽町線「銀座一丁目
駅」より徒歩約 1分 徒歩約 10分

Ａ２ ツイン 11,000 円

銀　座 ホテルグレイスリー銀座
（禁煙のみ）

Ｂ１ シングル 16,000 円 地下鉄日比谷線「銀座駅」
Ａ 3出口より徒歩約 3分 徒歩約 15分

Ｂ２ ツイン 13,500 円

新富町 銀座キャピタルホテル
（本館又は新館、指定は不可） Ｃ シングル 10,500 円 地下鉄有楽町線「新富町駅」

より徒歩約 2分
地下鉄有楽町線
新富町⇔有楽町約 3分

日比谷
レム日比谷
（シャワーブースのみバス
タブ無）

Ｄ シングル 16,000 円 ＪＲ山手線「有楽町駅」
日比谷口より徒歩約 4分 徒歩約 10分

虎ノ門 新橋愛宕山
東急ＲＥＩホテル（南館）

Ｅ１ シングル 13,000 円 地下鉄日比谷線「神谷町駅」
3番出口より徒歩約 7分

地下鉄日比谷線
神谷町⇔日比谷約 5分Ｅ２ ツイン 8,500 円

浜松町 チサンホテル浜松町 Ｆ シングル 12,500 円 ＪＲ山手線「浜松町駅」
南口より徒歩約 8分

ＪＲ山手線
浜松町⇔有楽町約 4分

田　町 ホテルＪＡＬシティ
田町・東京 Ｇ シングル 13,000 円 ＪＲ山手線「田町駅」

東口より徒歩約 5分

ＪＲ山手線
田町⇔有楽町
約 7分

永田町 都市センターホテル
Ｈ１ シングル 12,000 円 地下鉄有楽町線「永田町駅」

9ｂ出口より徒歩約 3分

地下鉄有楽町線
永田町⇔有楽町
約 3分Ｈ２ ツイン 9,500 円

茅場町 パールホテル茅場町 Ｊ シングル 9,500 円 地下鉄日比谷線「茅場町駅」
中央東口4ｂ出口より約2分

地下鉄日比谷線
茅場町⇔日比谷約 8分

半蔵門 ダイヤモンドホテル Ｋ シングル 10,000 円 地下鉄半蔵門線「半蔵門駅」
4番出口より徒歩約 1分

地下鉄有楽町線・半蔵
門線半蔵門⇔有楽町
約10分

御茶ノ水 お茶の水ホテルジュラク Ｌ シングル 11,500 円 ＪＲ中央線「御茶ノ水駅」
聖橋口より徒歩約 2分

ＪＲ山手線・中央線
御茶ノ水⇔有楽町
約 9分

品　川 品川プリンスホテル
（イーストタワー） Ｍ シングル 13,600 円 ＪＲ山手線・京急線「品川駅」

高輪口より徒歩約 3分
ＪＲ山手線
品川⇔有楽町約 10分

※変更・取消はＦＡＸ書面にてお願い申し上げます。お電話での変更・取消は致しかねます。

 別紙の「参加・宿泊申込書」の必要事項を漏れな
くご記入の上、名鉄観光サービス株式会社 新霞
が関支店宛に FAX 又は郵送にてお申込みくださ
い。（添書は不要です）

Webによる申込み FAX又は郵送による申込み

お申込み締切日：平成 29年 5月 31日（水）

お申込み・お問合せ
●参加申込み・宿泊に関する問い合わせ

名鉄観光サービス株式会社　新霞が関支店
平成29年度全国知的障害関係施設長等会議担当
〒100-0013  東京都千代田区霞が関3-3-2  新霞が関ビル ロビー階
TEL：03-3595-1121  FAX：03-3595-1119

●開催事務局（会議の内容に関するお問い合わせ）

公益財団法人	日本知的障害者福祉協会
	 全国知的障害関係施設長等会議
 （担当：柘植 ( つげ )・水内）

〒105-0013  東京都港区浜松町2-7-19 KDX浜松町ビル6階
TEL：03-3438-0984
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～子どもの立場からの包括的支援・共生社会にむけて～

「我が事・丸ごと」地域共生社会実現の取組みを考える

意思決定支援と権利擁護

障害のある人の就労のあり方を考える
～就労系事業に求められる今後の役割～

1
2
3
4

　現在、厚生労働省では「児童発達支援ガイドライン」の策定に向けた検討がなされていますが、同ガイドラ
イン案では児童発達支援センターの質の確保やその向上が明確にされています。今後、児童発達支援センター
には地域において他機関と連携した重層的な支援体制と支援の質の向上に向けた創意工夫が求められます。
　また、福祉型障害児入所施設においては、特に都市部において障害福祉サービスでの支援の提供が不足し
ている状況等を鑑み、みなし規定の期限が 3 年延長されましたが、障害児入所施設における社会的養護の必
要な障がいのある子どもの最善の利益を守るための本来的役割とは何か、共生社会実現に向けて子どもの立
場から我々の果たすべき役割を考えていきます。

　我が国においては急速な人口減少が進むなか、この度、厚生労働省より示された「「地域共生社会」の実現
に向けて（当面の改革工程）」では、これまでのように対象者ごとに「縦割り」で整備された公的支援制度下では、
現在の個人や世帯が抱える多様で複雑な課題への対応が困難になっていることから、地域の実情に応じて高齢・
障がいなどの分野を超えた総合的な支援を提供することが可能となる仕組みの構築が必要とされています。
　国においては 2020 年代当初の全面展開を目指し改革が進められますが、福祉事業者は地域社会の一員と
して、地域住民とともに「地域共生社会」の実現に取り組む責務があります。本改革の背景や目指すもの、ま
たその体制の整備や課題について考えます。

　このたび、障害者総合支援法 3 年後の見直し事項の一つにあげられた「障害者の意思決定支援のあり方」を
受け、「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」が公表されました。知的障がいのある人
の支援において中心的テーマでもある「意思決定支援と権利擁護」について現在本会では、「知的障害者の意
思決定支援への取組みに関する特別委員会」において「意思決定支援ハンドブック（仮称）」の作成を進めてい
ます。本分科会では、このハンドブックを中心に取り上げ、意思決定支援と権利擁護について支援の現場や福
島県協会における取り組みを紹介いただくとともに、今後の意思決定の取組みにつなげたいと考えます。

　現在、就労継続支援Ｂ型事業所では、1人あたりの月額平均工賃において高工賃を実現している事業所があ
る一方で、国が定める基準に達していない事業所もあります。また、就労支援事業から企業に雇用される人が
増加するなか、これまで以上に早期離職の防止と職場定着に向けた取組みも必要とされています。障がいのあ
る人にとって「就労」・「働く」ことは重要な社会参加の一つであるとともに発達や成長の要です。今後の就労
支援事業所が取り組むべき方向性について考えます。
　また、「働き方改革実行計画」においても示されたように、担い手の減少と高齢化が進む農業等分野と障が
いのある人や高齢者らの働く場の確保を求める福祉分野の連携が注目されており、障害のある人の力を幅広く
活用する社会福祉法人や農事組合法人が増えています。 先駆的な実践事例発表をもとに、今後の農福連携の
方向性について考えていきます。

テーマ

テーマ

テーマ

テーマ

第１分科会

第 3分科会

第 2分科会

第 4分科会

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 9:35 開会挨拶  水流　純大

 日本知的障害者福祉協会　児童発達支援部会委員
9:35 ～ 10:30 行政説明 高鹿　秀明

	 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害 
 福祉課障害児・発達障害者支援室　室長

10:30 ～ 10:40 休憩
10:40 ～ 12:40 シンポジウム

児童発達支援ガイドラインを受けて、
障害児入所施設の今後のあり方について
シンポジスト
 大塚　　晃
 上智大学　総合人間科学部社会福祉学科　教授
 相澤　　仁
 大分大学　福祉健康科学部　教授
 酒井　康年
 東京都／うめだ・あけぼの学園　副園長
 岡崎　俊彦
 岩手県／奥中山学園　施設長
助言者 高鹿　秀明
	 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害 
 福祉課障害児・発達障害者支援室 室長
コーディネーター
 北川　聡子
 日本知的障害者福祉協会  児童発達支援部会　部会長

12:40 ～ 13:40 休憩
13:40 ～ 14:55 講演

これからの障害児支援について
～子ども家庭福祉分野の地域包括支援を見据えて～
講師 柏女　霊峰
 淑徳大学　総合福祉学部社会福祉学科　教授

14:55 ～ 15:00 閉会の挨拶	水流　純大　児童発達支援部会　委員

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 11:00

行政説明
 本後　健
	 厚生労働省社会・援護局　地域福祉課
 生活困窮者自立支援室　室長

11:00 ～ 11:30
代表質疑
	 菊地　達美
	 日本知的障害者福祉協会　副会長

11:30 ～ 12:30 休憩
12:30 ～ 15:00 シンポジウム

「我が事・丸ごと」地域共生社会実現の
取組みを考える
シンポジスト
 芦馬　謙二
 日本知的障害者福祉協会
 障害者支援施設部会　部会長

 森下　浩明
 日本知的障害者福祉協会
 日中活動支援部会　部会長

 河原　雄一
 日本知的障害者福祉協会政策委員会　委員長
アドバイザー
 後藤　真一郎
 厚生労働省社会・援護局　地域福祉課　地域福祉専門官
司会
 久木元　司
 日本知的障害者福祉協会
 社会福祉法人の経営に関する特別委員会　委員長

プログラム（予定）

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 11:00

講演 1
意思決定支援とソーシャルワーク
講師 沖倉　智美
 大正大学　人間学部社会福祉学科　教授

11:00 ～ 12:10 講演 2
意思決定支援の実例と権利擁護の定着化へ
講師 古川　彰彦
 福島県／父の夢　施設長

12:10 ～ 13:10 休憩
13:10 ～ 15:00 シンポジウム

現場で意思決定支援を進めるために
シンポジスト

 松崎　貴之
 福岡県／北九州市手をつなぐ育成会
 法人本部事務局長

 山下　　望
 東京都／かすみの里　施設長

 服部　敏寛
 山梨県／サポートセンターハロハロ一番館　施設長
アドバイザー

 小澤　　温
 筑波大学・人間系　教授
司会

 田口　道治
 日本知的障害者福祉協会  知的障害者の意思決定
 支援への取組に関する委員会　委員長

9:00 ～ 9:30 受　付
9:30 ～ 10:30 行政説明 寺岡　潤

	 厚生労働省　社会・援護局障害保健福祉部
 障害福祉課　課長補佐

10:30 ～ 10:40 休憩
10:40 ～ 11:40 対談

障害のある人の就労のあり方を考える
登壇者

 小板　孫次
 岐阜県／たんぽぽ福祉会　理事長

 斎藤　公生
 東京都／東京リハビリ協会　理事
聞き手

 志賀　正幸
 日本知的障害者福祉協会
 生産活動・就労支援部会　委員

11:40 ～ 12:40 休憩
12:40 ～ 15:00 実践発表

（農福連携の取組みと HACCP 方式導入の実践など）
発表者

 鈴木　厚志
 京丸園株式会社  代表取締役

 井西　正義
 奈良県／デリカテッセンイーハトーヴ  管理者

 成田　英司
 北海道／サポートセンター「えましあ」センター長
進行

 榊原　典俊
 日本知的障害者福祉協会　副会長／
 生産活動・就労支援部会　部会長

平成29年度  全国知的障害関係施設長等会議
参加・宿泊お申込み案内

宿泊施設のご案内
全国知的障害関係施設長等会議の期間中、下記の宿泊施設をご参加の皆様にご用意させていただきました。

全国知的障害関係施設長等会議 開催日：平成 29 年 7 月 4 日（火）〜 5 日（水）２日間

【ご案内】 宿泊設定日 :
＜前日泊：7月3日（月）＞＜当日泊：7月4日（火）＞＜後日泊：7月5日（水）＞

【参加費】

【取消料のご案内】

【お申込み、お支払い、参加券の発送】について

振込期限日：平成 29年 6月 9日（金）

参加券等発送：平成 29年 6月 23日（金）予定

公益財団法人日本知的障害者福祉協会主催の平成 29 年度全国知的障害関係施設長等会議の参加および宿泊の
申込受付は、名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店が行います。
お申込みにつきましては、参加登録サイトをご利用いただくか、別紙の「参加・宿泊申込書」にご記入いただき、
ＦＡＸまたはご郵送にてお申込みください。web による便利な参加登録サイトご利用をお薦めいたします。

①会員・準会員の施設・事業所の方　1名様：１５，０００円
②非会員の施設・事業所の方、地方自治体の担当者及び関係者、当日申込参加者　1名様：２０，０００円
※申込み締切日【5/31( 水 )】以後は､ 全て上記②の当日申込と同様の扱いとなります。
※参加費入金後の返金は行いません。参加申込者が欠席した場合は、会議終了後、資料を郵送いたします。

日本知的障害者福祉協会のホームページ（http：
//www.aigo.or.jp）に参加登録サイト（https://
www.mwt-mice.com/events/aigo2017） が
リンクされております。こちらよりお申込みくださ
い。受付確認後、確認メールが届きます。

WEB 申込後又は FAX・郵送にて申込書到着後、10 日以内に「受付確認・費用明細書」を FAX にてご連絡申し上げます。

宿泊をお申込み後、お取消しの場合は、下記の料率でお振込の有無に関わらず、取消料が必要になります。

取　消　日 14日前～ 8日前迄 7日前～ 2日前迄 前　日 当　日
会議受付開始前

無連絡・不泊
会議受付開始後

宿泊取消料 ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ １００％

参加費・宿泊費は「受付確認・費用明細書」が FAX にて届き次第、その書面に記載されている銀行口座にお振込
ください。お振込みの際「受付確認・費用明細書」に記載の「申込Ｎｏ」をお振込み名義の前につけてください。

（「申込Ｎｏ」を基に入金確認をさせていただきますので、入力にご協力お願い申し上げます。）
お振込み手数料はお客様のご負担にてお願い申し上げます。

ご入金の確認が出来た方には、お申込みいただきました際のご住所に参加券・宿泊案内書・参加費領収書を
郵送いたします。当日は、参加券にて受付・資料引換えを行います。（当日必ずご持参ください）

◇ご注意事項
※添乗員、現地係員の同行しない個人旅行です。このご旅行では約款に定める旅程管理は行いません。ご旅行に必要な確認書等は事前にお送りさせていただきます

ので、旅行中の諸手続きはお客様自身で行っていただきます。
※お申込み状況によりまして、締切日前に満室となる場合もございますので、ご了承ください。第２希望までご記入ください。
※宿泊日をお間違え無いように、ご確認の上、お申込みください。
※お申込み状況によりまして、禁煙・喫煙のご希望にそえない場合もございます。ご了承ください。（全館禁煙・禁煙部屋のみ設定のホテルもございますので、ご注意

ください。）
※ホテルにて朝食を取られなかった場合も、その分のご返金はございません。
※この旅行条件は平成 29 年 4 月 1 日現在の運賃・料金を基準といたします。
※ご宿泊料金をお振込みいただきました時点で、募集型企画旅行の契約締結となります。
※団体、グループの場合のお申込みは、施設連絡担当者を契約責任者として、契約の締結及び解除に関する取引を行います。

※ご旅行代金に含まれているもの
　宿泊代金（1泊朝食付き）それに伴うサービス料・消費税・宿泊税
※ご旅行代金に含まれないもの
　出発地～ホテルまでの交通費、その他個人的な利用（ホテル電話代等）に伴う費用

地区 ホテル 申込
記号

部屋
タイプ

料金
（朝食付） 最寄駅 国際フォーラム

へのアクセス

銀座一丁目 ホテルモントレ銀座
（全館禁煙）

Ａ１ シングル 16,000 円 地下鉄有楽町線「銀座一丁目
駅」より徒歩約 1分 徒歩約 10分

Ａ２ ツイン 11,000 円

銀　座 ホテルグレイスリー銀座
（禁煙のみ）

Ｂ１ シングル 16,000 円 地下鉄日比谷線「銀座駅」
Ａ 3出口より徒歩約 3分 徒歩約 15分

Ｂ２ ツイン 13,500 円

新富町 銀座キャピタルホテル
（本館又は新館、指定は不可） Ｃ シングル 10,500 円 地下鉄有楽町線「新富町駅」

より徒歩約 2分
地下鉄有楽町線
新富町⇔有楽町約 3分

日比谷
レム日比谷
（シャワーブースのみバス
タブ無）

Ｄ シングル 16,000 円 ＪＲ山手線「有楽町駅」
日比谷口より徒歩約 4分 徒歩約 10分

虎ノ門 新橋愛宕山
東急ＲＥＩホテル（南館）

Ｅ１ シングル 13,000 円 地下鉄日比谷線「神谷町駅」
3番出口より徒歩約 7分

地下鉄日比谷線
神谷町⇔日比谷約 5分Ｅ２ ツイン 8,500 円

浜松町 チサンホテル浜松町 Ｆ シングル 12,500 円 ＪＲ山手線「浜松町駅」
南口より徒歩約 8分

ＪＲ山手線
浜松町⇔有楽町約 4分

田　町 ホテルＪＡＬシティ
田町・東京 Ｇ シングル 13,000 円 ＪＲ山手線「田町駅」

東口より徒歩約 5分

ＪＲ山手線
田町⇔有楽町
約 7分

永田町 都市センターホテル
Ｈ１ シングル 12,000 円 地下鉄有楽町線「永田町駅」

9ｂ出口より徒歩約 3分

地下鉄有楽町線
永田町⇔有楽町
約 3分Ｈ２ ツイン 9,500 円

茅場町 パールホテル茅場町 Ｊ シングル 9,500 円 地下鉄日比谷線「茅場町駅」
中央東口4ｂ出口より約2分

地下鉄日比谷線
茅場町⇔日比谷約 8分

半蔵門 ダイヤモンドホテル Ｋ シングル 10,000 円 地下鉄半蔵門線「半蔵門駅」
4番出口より徒歩約 1分

地下鉄有楽町線・半蔵
門線半蔵門⇔有楽町
約10分

御茶ノ水 お茶の水ホテルジュラク Ｌ シングル 11,500 円 ＪＲ中央線「御茶ノ水駅」
聖橋口より徒歩約 2分

ＪＲ山手線・中央線
御茶ノ水⇔有楽町
約 9分

品　川 品川プリンスホテル
（イーストタワー） Ｍ シングル 13,600 円 ＪＲ山手線・京急線「品川駅」

高輪口より徒歩約 3分
ＪＲ山手線
品川⇔有楽町約 10分

※変更・取消はＦＡＸ書面にてお願い申し上げます。お電話での変更・取消は致しかねます。

 別紙の「参加・宿泊申込書」の必要事項を漏れな
くご記入の上、名鉄観光サービス株式会社 新霞
が関支店宛に FAX 又は郵送にてお申込みくださ
い。（添書は不要です）

Webによる申込み FAX又は郵送による申込み

お申込み締切日：平成 29年 5月 31日（水）

お申込み・お問合せ
●参加申込み・宿泊に関する問い合わせ

名鉄観光サービス株式会社　新霞が関支店
平成29年度全国知的障害関係施設長等会議担当
〒100-0013  東京都千代田区霞が関3-3-2  新霞が関ビル ロビー階
TEL：03-3595-1121  FAX：03-3595-1119

●開催事務局（会議の内容に関するお問い合わせ）

公益財団法人	日本知的障害者福祉協会
	 全国知的障害関係施設長等会議
 （担当：柘植 ( つげ )・水内）

〒105-0013  東京都港区浜松町2-7-19 KDX浜松町ビル6階
TEL：03-3438-0984




